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★サブタイトル「ともに暮らし ともに創る 共生いるま」について 

 

-----現行計画-------------------------------------------------------------------------- 

わたしたちの入間市には、障がいのある、なしにかかわらず、老若男女、様々な人が暮

らしています。すべての人が豊かに暮らしていくには、違いにより分け隔てられることな

く、互いに認め合い、ともに支え合っていかなければなりません。 

そこで、すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる共生の入間市とな

ることを願い、本プランのサブタイトルを「ともに暮らし ともに創る 共生いるま」と

しました。 

入間市障害者福祉審議会委員一同 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

●提案事項：サブタイトルから計画の基本理念への昇華と基本的視点の設定 

 

提案意図 

本市の目指すべき姿としての意味合いが強いため、サブタイトルとしてより、基本理念として定

めた方が伝わりやすいのではないか。また、これまでの基本理念は、基本理念の実現に向けた施策

すべてにかかる基本的な視点として設定してはどうか。国の第５次計画を踏まえて新たな内容を設

定している。 

 

●記載案 

 

１ 基本理念 

入間市には、障がいのある、なしにかかわらず、老若男女、様々な人が暮らしていま

す。すべての人が豊かに暮らしていくためには、違いにより分け隔てられることなく、

互いに認め合い、ともに支え合っていかなければなりません。 

これまでは、プランのサブタイトルを「ともに暮らし ともに創る 共生いるま」と

してきましたが、第６次入間市総合計画の政策目標である「障がいのある方もない方も

自立した一人の人間としてお互いを尊重し、ともに支え合い、いきいきと暮らせるまち」

を実現するため、本プランでは基本理念に昇華し、計画を推進します。 

そして、すべての市民が、すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らすことができ

る共生の入間市となることを共有し、ともに暮らし、ともに創る、共生のいるましの実

現を目指します。 

 

◇基本理念◇ 

ともに暮らし ともに創る 共生いるま 
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２ 基本的視点（これまでの基本理念） 

 

国や県の障がい者に関する計画や考え方等を踏まえ、次の６つの基本的視点を定め、障がい者

施策を推進します。 

 

（１）自己決定の尊重と意思決定の支援 

障がい者の基本的人権を尊重し、障がい者の意思決定を支援します。 

 

（２）共生社会の実現に向けた施策の推進 

障がいのある、なしにかかわらず、だれもが自分らしく安心して生活することができる共生社

会を実現するため、差別の解消やアクセシビリティの向上など、社会的障壁の除去に向けた施策

を推進します。 

 

（３）総合的かつ分野横断的な支援 

多様なライフステージに対応した適切な支援を受けられるよう、教育、文化芸術、スポーツ、

福祉、医療、雇用等の各分野が連携し、切れ目のない支援を行います。 

 

（４）一人ひとりに配慮したきめ細かい支援 

障がい者施策は、障がいの特性や状態、個々の生活実態等に応じた支援の必要性を踏まえて推

進するとともに、障がいの特性等のさらなる理解促進に向けた施策の充実を図ります。 

 

（５）複合的に困難な状況に置かれた障がい者への支援 

女性や子ども、高齢者など、複合的に困難な状況に置かれた障がい者に対するきめ細かい配慮

が求められていることを踏まえて施策を推進します。 

 

（６）実効性のある施策の推進 

ＰＤＣＡサイクルを構築し、着実に実行するとともに施策の見直しを行い、実効性のある施策

を推進します。 

 

 

◇参考：国が第５次計画で設定している“各分野に共通する横断的視点” 

○条約の理念の尊重及び整合性の確保 

○共生社会の実現に資する取組の推進 

○当事者本位の総合的かつ分野横断的な支援 

○障害特性等に配慮したきめ細かい支援 

○障害のある女性、こども及び高齢者に配慮した取組の推進 

○ＰＤＣＡサイクル等を通じた実効性のある取組の推進 


